
部局紹介

利用者サービス部
国立国会図書館が所蔵する様々な資料やデータベース、電子ジャーナル等の電子情報を用いて、国内
外の利用者に図書館サービスを提供します。東京本館における資料の閲覧、複写、レファレンスといっ
た来館サービスの提供と、遠隔複写やデジタル化資料の送信といった来館せずに利用できる遠隔サー
ビスの提供を担います。
また、専門知識をいかして膨大な資料・情報を整理し、効果的な調べ方のガイドの作成や、特色ある
資料を紹介する展示会の開催等を行っています。

レファレンス

豊富な所蔵資料と職員の専門知識をいかして様々
な情報資源を選定・整備し、国内外の利用者や
図書館からの問合せに回答している（一部の事例
は「レファレンス協同データベース」に登録されて
いる）。同時に、調査のポイントや参考になる資料、
有益なデータベースやウェブサイト等、調べものに
役立つ情報をまとめ、「リサーチ・ナビ」を通じてイ
ンターネット上で発信している。

展示

国立国会図書館の所蔵する特色ある資料の魅力を
伝え、活用してもらうために、展示会を開催してい
る。館内で「絵巻の世界」、「あの人の直筆」等の
テーマに沿った企画展示を定期的に開催しているほ
か、常設のギャラリー展示も運営している。また、
ホームページ上では、電子展示会（「近代日本人の肖
像」、「NDL イメージバンク」、ミニ電子展示「本の
万華鏡」等）を公開している。

丹治 美玲 人文課主査兼古典籍係長

時代を超えて引き継がれてきた
資料を提供し、未来に遺す

デジタル化する資料の状態を事前に確認

資料・情報の提供

図書、雑誌、新聞、古典籍、地図、録音映像資料、憲政資料等の様々な所蔵資料やデータベース、電子ジャー
ナル等の電子情報について、閲覧等の館内利用サービスとともに、インターネット経由で申し込まれた複写物の
提供や国内外の図書館への貸出し等の遠隔サービスを実施する。また、所蔵資料の利用と保存を両立するため
の資料のデジタル化を実施しており、絶版等により入手困難なデジタル化資料を送信するサービスも行っている。

　私の所属する人文課古典籍係が扱っているの
は、江戸時代以前の和古書や清代以前の漢籍など
の古典籍資料です。重要文化財をはじめとする貴
重書等や、著名な学者の旧蔵書コレクション、国
立国会図書館の前身の一つである帝国図書館から
引き継いだ藩校の旧蔵書等も含まれる、国立国会
図書館の特色ある資料群の一つです。
　古典籍資料を収集し、書誌を作成し、保存し、
提供することが古典籍係の主な仕事です。近年は
特に、資料保存とアクセス向上を両立できる取組
として、資料のデジタル化に力を入れています。
そのほか、所蔵資料に関する問合せに回答したり、
他機関で開催される展示会へ資料の貸出しを行っ
たり、他の図書館等に出向いて資料調査を行った
りもしています。古典籍に関する一定の専門性が
必要とされることもあり、勉強不足なこともまだま
だ多いのですが、日々、新しい知識が増えていく
ことを楽しみながら仕事を行っています。
　古典籍資料は、同じ版木から印刷されたもので
も、用いた紙が異なっていたり、引き継がれる過

程で装訂が変わったり、書入れされたりするなど、
全く同じ資料は存在しない「1 点もの」であると
いわれており、1 冊の資料の調査を目的として、
はるばる遠方の方から利用に関する問合せがある
ことも少なくありません。デジタル化されている
ならデジタル画像で十分という方もいれば、画像
では確認できない本の構造等について研究してい
るので原資料を閲覧したいという方もいます。現
在そして将来の利用者の多様な利用目的に応じ、
効率的かつ最適な形で資料や情報を提供できるよ
う、データの整備や資料のデジタル化を進めると
ともに、代わりの効かない資料を適切な状態で保
管し、未来に受け継いでいくことについて、やりが
いを感じながら責任感を持って取り組んでいます。

学生時代の専攻
東洋史学

Career
H22.4 資料提供部複写課

（H23.10 利用者サービス部複写課に 
組織再編）

H24.4 総務部企画課
H26.4 電子情報部電子情報サービス課
H27.4 関西館アジア情報課

（H29.7 副主査、H29.10 アジア第二係長）
R4.4 利用者サービス部人文課

（副主査、R5.4 古典籍係長、
R5.7 主査兼古典籍係長）
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